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ンポジウムにおいては， P•S 論文のような前近代の， しかも理論的なテー
















































































































































































































































































































































































































































ばならぬ」 (p.293) と述べ， このような頗廃へと傾斜せしめたものとして，
奴隷制の広汎な存在と，それと相互規定的に存在する専制的国家の存在を挙
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さらに戸田芳実も，同じく， P•S 論文は「ヨーロッパ封建制を典型とし
て日本封建制を考えるという H本歴史学の伝統的方法」に対する批判である
と考えていた。また．グループの一人，工藤敬ーも P•S 論文は' B本中世
社会のアジア的側面を強く押し出したものと回想している（工藤敬ー 2002,































































































































































































































































~1964 年北京科学シンポジウム論文と封建制理論（上）」（『電子礫蒼蒼』第 75 号
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